
求める人物像
（1）豊かな人間性にあふれ，子供に寄り添うことができる人
（2）自律心を備え，多様性を尊重し，協調・協働できる人
（3）自らの資質・能力向上のため，学び続けることができる人

出願期間
公開日　4月10日（月）
電子申請　4月19日（水）10:00～5月19日（金）17:00

試験日程

適性検査（WEB受検）　受検期間　6月16日（金）～25日（日）まで
1次試験　　試験日　筆記試験：6月24日（土）（結果発表日：6月30日（金））
　　　　　　集団面接試験：7月8日（土）～16日（日）の指定した1日　
　　　　　　合格発表日　8月4日（金）
2次試験　　試験日　実技試験：8月16日（水）～9月1日（金）の指定した1日
　　　　　　個人面接試験：8月16日（水）～9月3日（日）の指定した1日
　　　　　　合格発表日　10月上旬

年齢制限 昭和39年4月2日以降に生まれた者

募集教科
［幼］　［小］　[小]（英語コース）　[中高]国語，社会，数学，理科，音楽，美術，保健体育，技術，家庭，英語，
工業，商業　［特］　［養］　［栄］

特記事項

■特例措置区分　●現職教員区分　令和6年3月31日現在，現職教諭として継続して3年以上の勤務経験
を有する者は，1次の筆記を免除。●社会人経験者区分　平成30年4月1日～令和5年3月31日の5年間
に同一の企業・官公庁等の正規従業員・職員として継続して3年以上の勤務経験を有する者，又はJICA海外
協力隊等として2年以上の派遣経験を有する者は，1次の教職・一般を免除。●臨時的任用教員区分　平成
25年4月1日～令和5年3月31日の10年間に神戸市立の臨時的任用教員として通算2年以上の勤務経験
を有する者，又は出願時に神戸市立の臨時的任用教員として勤務し，かつ令和5年度末まで勤務見込みの者
は，1次の教職・一般を免除。●任期付合格者区分　2021年度（20年実施），22年度（21年実施），23年度

（22年実施）の採用試験で育児休業代替任期付教員として合格し，辞退していない者は，1次を免除。●直近
2か年1次合格者区分　22年度（21年実施）又は23年度（22年実施）の採用試験の1次で合格，2次で不
合格となった者は，1次の筆記を免除。●大学等推薦区分　神戸市立学校教員を第一志望とし，規定の要件
を満たす者は，書類選考により1次の筆記を免除。
■特別選考　●障害者特別選考　障害の状況に応じて，実技試験の一部又は全てを免除。●離職者を対象
とした特別選考　本市で正規教員経験を有し，規定の要件を満たす者は，2次の個人面接のみ実施。

神戸市
F i l e  N o. 07

▼︎��受験者数等推移
受験者数 採用予定者数

面　積 557 ㎢
人　口 1,501,836人
市の花 アジサイ
市の木 サザンカ

▼︎�令和3年度　問題行動調査でのいじめの認知件数
と不登校児童・生徒数（市立学校）

小学校 中学校 高等学校

いじめ（件） 7,567※

不登校（人） 966 2,008 －0
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※特別支援学校を含む
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　〈教職教養〉のうち，学習指導要領では，「小学校

学習指導要領解説 総則編」（2017年）から学習指導

要領改訂の基本方針の理解を問う問題が出題された。

　教育原理（特別支援教育等）のうち，特別支援教

育は必出であり，しかも多様な素材から出題されて

いる。今年度は，教育時事と重複するが，「『令和の

日本型学校教育』の構築を目指して（答申）」（2021

年）から特別支援教育を担う教師の専門性向上に関

する問題が出題された。このほか，昨年度に続いて

「新しい時代の特別支援教育の在り方に関する有識者

会議（報告）」（2021年）が出題されている。

　生徒指導では，改訂されたばかりの「生徒指導提

要」（2022年）から児童虐待の定義の理解を問う問

題等が出題された。

　教育時事においては，「小学校，中学校，高等学校

及び特別支援学校等における児童生徒の学習評価及

び指導要録の改善等について（通知）」（2019年）等

が出題された。

　教育法規では例年，教育基本法と地方公務員法

（服務）を中心として幅広く出題されている。今年度

は教育基本法から第3条が，地方公務員法から第30

条が，それぞれ出題された。これらのほか，教育公

務員特例法第23条や，教育職員等による児童生徒性

暴力等の防止等に関する法律が出題された。条文の

キーワードを整理した学習が求められる。

　教育心理では，ヴィゴツキー，スキナー，ホール

の提唱した学説名の理解を問う問題がみられた。

　教育史では，西洋教育史からデューイ，日本教育

史から大正新教育運動が，それぞれ出題された。

　〈一般教養〉のうち，人文科学では例年通り，国語

（文法，現代文読解，短歌等）と英語（会話文，文章

読解）を中心として，音楽や美術，保健体育，技術・

家庭からもまんべんなく出題された。社会科学では

必出の時事が今年度も出題されたほか，倫理以外の

分野からさまざまな問題がみられた。自然科学では

数学（方程式と不等式，その他等）と理科，情報等

から幅広く出題されており，今年度も同様であった。

▶幅広い対策が求められる特別支援教育
▶ �教育法規で頻出の教育基本法と地方公務員法（服務）
▶ �一般時事問題では西九州新幹線の開業区間も

2024年度（2023年実施） 筆記試験DATA

教職教養
全15問

教育法規

5

教育時事

4

生徒指導

1
教育心理

1

教育原理

1

学習指導
要領

1

教育史

2

＊「教育時事」には「教育原理」も含まれる。

一般教養
全35問

国語

9

数学

5

保体�1
家庭�1

音楽�1
美術�1

情報

1

一般時事

7
社会

（地歴公）

3

理科
（化生地）

3

英語

3

自治体別試験DATA＆分析
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